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養護教諭とジェンダー（２） 
――あるベテラン男性養護教諭のライフヒストリーを中心に―― 
 
川又 俊則 
 
Yogo teacher and Gender (2) 
―Life story of a veteran male yogo teacher― 
 
Toshinori Kawamata 
 
 
In this article, we consider four separate career as male yogo teacher. Some unable to 
pass the recruitment examination, understand from others who are not suffering, and 
who share a distraction to the deployment of several problems were found in each state. 
Both their next career, had previous experience of overcoming obstacles. In addition, 
no gender difference, it is important to what was stated duties of yogo  teacher 
capacity. The life history of a male yogo teacher said, as well as personal qualities, he 
helped found that even such a great experience with a nurse's license. As a Yogo 
teacher in the future, it is suggested that a variety of skills are required. 
 
  
はじめに 
 ＮＨＫドラマ『中学生日記』は 1972 年以降、38 年も続く長寿番組だが、2010 年６月、
なだぎ武氏を男性養護教諭（非常勤）役のゲスト先生に設定した「保健室の初恋」シリー
ズ（3 回）を放映した (1)。東山書房で刊行する養護教諭の専門誌『健康教室』は、2010 年
の「談話室」（読者投稿欄）で、男性養護教諭の投稿が２度掲載された（後述）。さらに、
2010 年８月には「男性養護教諭友の会」が結成され、名古屋市で研修会が行われた（後述）。  
このように、2010 年は、今後「男性養護教諭史」が刻まれるならば、特筆すべき年にな
るかもしれない。実際には、2010 年の学校基本調査でも、幼・小・中・高・特別支援学校
等の養護教諭（＋助教諭）全体における男性教諭比率は 0.13％（59 名、本務・兼務の合
計。本務のみは 44 名）に過ぎないのであるが（2009 年は 0.15％、65 名、同 44 名） (2)。 
 さて、筆者は拙稿において、鈴鹿短期大学の保健管理センターで勤務する男性助手の事
例を考察した (3)。本稿は「養護教諭とジェンダー」というテーマの続編となる。前稿以降、
筆者は、全国各地で勤務する（した）男性養護教諭や志望者の方々にインタビュー調査を
続けている。本稿はその中間報告に位置づけられる。 
 第１章は、インタビュー調査や他の先行研究をもとに、男性養護教諭を経歴別に４区分
した上で、各段階の特徴を検討する。筆者は、インタビュー調査を進めるなかで、彼らの
「語り」の内容が、志望者（学生、非常勤講師等）、若手教員、中堅教員、ベテラン教員（退
職含む）で異なることに着目した。そこで、それらを区分し整理することで、段階別の特
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徴を見ていくことにした。その上で、あるベテラン教員のライフヒストリーを事例として
第２章で提示する。そして第３章では、そのライフヒストリーおよび他の調査、先行研究
等を踏まえ、筆者なりに若干の考察を示していく。 
 
１．男性養護教諭の経歴別４区分 
 一口に「男性養護教諭」と言っても、全員を一括りに論ずるのは粗雑である。筆者はこ
れまでのインタビュー調査から、経歴別に４区分できると考えている。本章は、それを具
体的に見ていこう。本章で記述する「語り」は、それぞれのインタビューで得られた資料
をもとにしている (4)。男性養護教諭は、周囲に気を遣いながら、日々の業務を遂行してい
る（場合も多々ある）。筆者の調査に応じてくれた方々が、全て同じ好環境にあるというわ
けではない。「語り」は、筆者なりの理解で必要な言葉を補充しながら記述している。 
 
１・１．各区分の状況 
 本稿で示す４区分は、志望者・若手教員・中堅教員・ベテラン教員である。以下、区分
ごとに見ていこう。 
 
１・１・１．志望者（学生、非常勤講師等） 
 養護教諭を志し、国公立学校や私立学校の教員採用試験合格を目指す受験生たち（短大
生・大学生・大学院生・非常勤講師等）は、自分なりの理想（例えば、共学高校での複数
配置、中学校での単数配置等）と厳しい現実（数年連続不合格等）のギャップに悩んでい
る。「もしかしたら、自分は男性だから（養護教諭として）採用されないのではないか」と
の考えが頭をよぎる経験を持つ者もいる (5)。彼らは、合格するまで落ち着かない不安な日々
を過ごしている。 
たしかに 10 年以上前、全国でほとんど男性養護教諭の採用がなかったことが明らかだ
ということを考えると、彼らの不安にも一理あるかもしれない (6)。しかし、この数年間、
若干ではあっても全国各地で採用実績があることを考えると、今後も男性の受験生たちが、
教員採用試験を突破する可能性は十分にあると言えよう。 
教員採用試験に連続して不合格した彼らは、養護教諭ではなく、他に取得した教員免許
状を活かし、小学校や保健体育の教員での採用を目指す者もいれば、教員そのものを諦め、
一般企業へ就職する者も少なくない。実際、前稿で示したように、養護教諭養成校である
筆者の勤務校では、昨年度までに免許状を取得した男性卒業生たちから、専任の養護教諭
に採用されたとの報告はない。他業種に就く事例ばかりであった。 
 教育実習で経験したこどもたちとのふれあいによって、養護教諭への志望意欲を増した
という者がいる。3 週間や 6 週間等の教育実習は、彼らにとって現場を知るとても大きな
経験となる。後述するＡ氏のように看護学校で類似の経験をしていなければ、大学内で専
門教育を受ける際、常に少数派（クラスメートのほとんどは女子学生）であって、その環
境を苦もなく過ごす者もいるが、それに慣れないまま過ごす者もいる。大学の外に出て、
小中学校等で、こどもたちと向き合う教育実習は、彼ら自身の入学前の夢を再確認させ、
改めて、教員採用試験突破を目指す強い動機づけになっている。 
そして彼らは、教員採用試験という難関へチャレンジする。 
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ある志望者は、「『男性』『女性』としてではなく、一人の養護教諭としていずれ学校の
保健室で子どもたちの力になりたい」と述べている (7)。「保健室の先生」として、「性差」
は大きな問題ではないと彼らは考えている。また、児童生徒たちを対象とした質問紙によ
る意識調査等の結果によれば、児童生徒自身は男性養護教諭に対して、決して否定的では
ないことが何度となく報告されている (8)。 
2009 年度も 2010 年度も 2011 年度も、全国各地を見渡せば、男性養護教諭は確かに誕
生しているし、する予定である。しかし、教員採用試験に不合格だった者は合格者より遥
かに多い（もちろん女性の場合もそうである）。  
教員採用試験に不合格して大学（短大・大学院）を卒業した彼らは、正規教員としてで
はなく、非正規教員、すなわち、有期の常勤や非常勤という雇用形態で、養護教諭・養護
助教諭等として学校現場に立つこともある（受験勉強に専念する場合もある）。児童生徒に
とっては、臨時的任用教員、すなわち非正規教員であろうが、専任教員、すなわち正規教
員であろうが、全く関係はない。みな一様に「保健室の先生」なのである。そして彼らは、
不安定な雇用形態であっても、一人の教員として、こどもたちに向き合う。 
ただし、その経験が数年も続く（それは教員採用試験に不合格が続くことを意味する）
と、養護教諭以外の免許状、たとえば小学校教諭等の免許を取得している場合、それを活
かした教員採用試験合格を目指し、専任として採用されて経験を積んだ後、配置転換等の
形で養護教諭を目指すという可能性を考える者も出てくる。もちろん、校種等が異なる場
合、ただちに養護教諭になれるとは限らない。しかし、様々な経験はその後、大いに役立
つだろうと思われている。 
 この段階での問題点は、教員採用試験に尽きる。そして、周囲の関係者の合否情報等か
ら、自らが不合格で女性だけが合格だった場合、それは「性差」が理由なのではないかと
の疑念も起こるかもしれない。実際は他の女性の受験生同様に、採用人数枠に入れなかっ
た自らの試験の点数が原因だろう。自治体によっては、採用試験の点数等の情報が開示さ
れるようになってきたため、それらを確認できるようになった近年では、それらの疑念も
払拭されているだろうが、現実に採用試験を突破できない状況のなかで、彼らが疑心暗鬼
に駆られるのもやむを得ないかもしれない。 
 
１・１・２．若手教員 
国公立学校あるいは私立学校で実施される高い競争率の厳しい教員採用試験を突破し
て、専任教員として現場で働き始める若手教員。彼らは各々の夢を持って働き出す。 
だが、女性養護教諭と同様に、すぐに理想と現実の壁に悩むことになる。実際に職に就
くまでは分からなかった、膨大にある事務処理。「教育」現場は、こどもたちとかかわるこ
とばかりではない。むしろ、それ以外の仕事の方が多い。事前に想定していたとしても、
現実には、こどもとかかわらない仕事があまりに多いことに驚く。そして、当然ながら、
思っていたようにいかない保健室経営。こどもたちも多様であり、彼女ら彼らのすべてに
受け入れられるとは限らない。反発されたり、嫌われたり、煙たがられたりしながら、一
人だけではなくみんなの「保健室の先生」になろうとする若手教員。周囲の教員の助けを
借りながら、また、あるときは必死に自分なりに考えた方法を試すなどして、彼らは、早
く一人前になろうと努力し続ける。 
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2010 年度から勤務し始めたある男性養護教諭は、半年の経験を振りかえり、「実際の活
動のなかで男性だからという理由で不都合に感じたことは現時点ではありません」と述べ
つつ、「確かな実践を積み重ね、多くの人の理解を得られるように努めていきたいと思いま
す」との決意表明をしている (9)。彼が言うように、実際に職場に就いてみると、想像以上
に「男性」「女性」の差はなかったというのが彼らの実感である。 
もちろん、勤務当初、同僚教職員・管理職・保護者たちが「男性養護教諭」に慣れてい
ない場合、彼ら自身が周囲の人びとへ自らのことを詳しく説明する必要も出てこよう。女
性教員との連携が必要な場面もあり、周囲との信頼関係ができあがるまでは、とくに気を
つけなければいけないことが多いだろう。だが、どちらかというと、「男性」としてという
よりは、むしろ、一人の教員として信頼してもらえるように、日々誠実に仕事をこなして
いくことが重要だと彼らは感じている。 
そして、教員としての経験値が低い彼らは、一般の教職員を含め、周囲から多くを学ぶ
ことになる。先輩諸氏との出会いは、彼らにとって大きな意味を持つことになる。 
単数配置と複数配置との違いは大きい。前者の場合、経験値が低い彼らにとって、日々
の対応一つひとつが「格闘」とも言えよう。後者の場合、一緒に仕事をする相手から多く
を学べる可能性もある。「『男性なので、どこまでできるかな』って思っていたと言われた
ことがあります」と語る彼は、結果的に、ペアを組む年配の女性養護教諭から多くの経験
を学んでいった。逆に、相手とうまくいかない場合、困難を抱え込むこともある (10)。建前
として、職務である以上個人的感情は関係ないと言えようが、どの職場でも、人間関係の
問題は多かれ少なかれ存在する。 
勤務校の管理職や一般教職員の理解度も、彼らの勤務に影響を与える（後述のライフヒ
ストリーでは、たいへん理解のある周囲の人びとに支えられたことが述べられている）。 
一般的に、若手教員はそもそも年齢が若い。ある 20 歳代の教員は、養護教諭一年目の
経験のなかで「『男性』というよりも『若さ』により、親しみやすさなどのメリットを多々
感じます。いつまであるかわからない若さという利点のあるうちに、さまざまな経験を通
して、生徒と寄り添い学び、自分の武器を見つけたいと思います」と述べている (10)。たし
かに若いということは、大きな利点である。児童生徒のなかに飛び込んでいくことができ
る。そして、彼女ら彼らと積極的に交流していくなかで、児童生徒への理解が深まり、そ
れはそのまま、養護教諭として実践に役立つ。そして、そういった利点がある間に他の自
分らしさ（利点）を持てるよう努力しようと考える。若いが故に、児童生徒側が、男性性
を強く受け取る場面もなくはない (12)。多くの経験を積み重ねながら、彼らは成長を続けて
いく。 
 
１・１・３．中堅教員 
 ５～10 年程度の経験を積んできた彼らは、それぞれ自分なりの個性も出てくる。 
私立学校の教員の場合、卒業生を何度も送り出すなかで、校風に親しみを持ち、他の教
員との交流を通じて「男性養護教諭」というより、「養護教諭○○先生」として周囲に認知
される。そして、その学校における役割期待を果たせるようになってくる。 
さらに、複数配置の場合、男子生徒は男性養護教諭を、女子生徒は女性養護教諭を求め
るのではないかという短絡的理解に対して、もちろんそういうこともあるが、逆に、「男子
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生徒の場合、（養護教諭に）母性を強く求める部分もある」ことも経験的に理解するように
なる。児童生徒たちには、養護教諭の性別は決して絶対的なものではなく、彼女ら彼らに
必要とされる内容も多様だと分かり、それに（教育的指導も含めて）臨機応変に応じられ
るようになっていく。 
国公立学校の教員の場合、すでに転勤を何度か経験し、それぞれの職場の違いを経験し
て、「養護教諭」としての実践を積み重ね、実力をつけていき、それが自信につながってい
く。もちろん、失敗をしない者はいないし、周囲との軋轢がないという者もないが、中堅
教員ともなってくると、「男性」「女性」という差よりも、「養護教諭」としての資質向上を
目指すことこそが重要と語る。 
 部活動等の顧問をしている者もいれば、校務分掌を複数受け持つ者もいる。そして彼ら
は「保健室」ばかりではなく、学校内外へと、教育活動の範囲を広げていく。「部活動の顧
問をしているっていうのは、こどもたちの健康なときの姿を見ておけば、相談に来たとき
の悩みを違う意味で解決してやれると思っているからです」という彼は、部活動顧問と「保
健室の先生」という二つの顔をうまく使い分けている。また、養護教諭の研修会や他の勉
強会・研究会などにも積極的に参加する者も多い。そして、多様な事例検討会の学びを通
じて、自らが学内で抱えている諸問題を解決する方策を身につけていく。 
複数配置を経験した語り手は（そのすべてが女性養護教諭との組み合わせだが）、仕事
上の役割分担はあっても、それ以外に、養護教諭として男女差が強調されることはとくに
なかったと述べている。もちろん、「（女子生徒に対して）ここからは踏み込めない、ここ
まで踏み込めるというラインがある（＝見えてくる）ので、それをうまく使いながらやっ
ていけばいい」という考えもある。その場合、ペアの女性養護教諭との連携が重要となっ
てくるが、意思疎通ができていれば問題ないだろう。また、「（ペアの女性養護教諭が）す
ごく優しすぎるというか、甘やかしすぎと感じることもある」との感想を持つ場合もある。
しかし、ペアとして必要な対応をとり、お互いの対応を理解し合うことで、保健室を有機
的に機能させればいいとも考えられている。 
この段階になると、それまでの経験からおおよその問題には対処できるようになる。む
しろ、自らの個性を生かした教育活動を進めたいという意欲が出てくる。年度ごとに様々
な健康相談活動のテーマを定め、工夫した内容を考え実践したり、自ら研究調査を行った
りする者は少なくない。 
 
１・１・４．ベテラン教員（退職含む） 
 筆者がインタビューしたベテラン教員は、現時点２人に過ぎない（いずれも現在は退職。
このカテゴリーの調査をより進めることが今後の課題の一つ）。１人は次章で紹介する。も
う１人は特別支援学校（赴任時は養護学校）で 30 年近くの勤務のなかで、単数配置も複
数配置も転勤も多く経験している。そのライフヒストリーを辿ると、上記の３区分のなか
での困難を乗り越え、ベテランの域に達した様子がうかがえた。 
 
１・２．小括 
 上記のような４区分それぞれの段階における特徴を見てきた。教員としての成長、ある
いは前段階での問題が次の段階で解決している様子などが分かった。 
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 若い（新卒）養護教諭の働きかけは、一方向的・画一的なものに陥りやすいが、経験を
重ねることで、担任教師・管理職・保護・専門機関等、連携相手が増えると同時に、周囲
からの信頼を得、連携が相互的に働くことという研究報告もある (12)。ごく当たり前の結論
とも言えるが、これは本稿の各段階の状況から、同様の流れを確認することができた。 
 性別に関する意識は、４区分の差異として、概ね、以下のような変遷が考えられる。ま
ず、志望者は、大学時代の環境や教員採用試験の困難状況等から、「男女の差」（の有無）
を強く意識するのに対し、若手教員は、赴任当初以外は「男女の差」よりむしろ「養護教
諭」としての自らの力量不足を実感し、多様なこどもたちに応じられるように努力する。
もちろん、周囲の教職員・保護者（の理解度）等の環境面の違いもある。そして資質向上
こそが重要だと認識して努力を続けた中堅教員になると、ある程度の自負も出てきて「男
女の差」（男性であることのマイナス）はないとの見解を持つようになる。 
 
２．あるベテラン教員のライフヒストリー 
 本章では、すでに養護教諭を退職したある人物（Ａ氏）のライフヒストリーを、彼の語
りをもとに再構成する。本章の記述は、個人や地域、関係諸団体を特定せずに読めるよう
に（ある程度の時代背景は分かる形にはした）、固有名詞は記号化して提示している。 
 
２・１．看護師として働く 
私は、昭和 2×年生まれでＢ市出身です。両親が亡くなって、兄が育ててくれました。 
高校卒業後、大学に合格できずに４浪したんです。そうすると、現役合格した友人が大
学から戻ってくるのに、自分は大学に合格できていない。それで、地元にいたくなくて、
Ｃ市へ行きました。すると、駅前で医学部の先輩に出会い、その先輩から、まだ受けられ
る学校の試験を紹介してもらって、受験したんです。作業療法士あたりの学校と思って合
格して、入学式に出たら、３年制のＣ医師会看護学校でした。校長挨拶で「初めての男子
学生」と紹介され、周りは全員女性でびっくりしました。それで、看護師を目指しました。  
 昭和 4×年に卒業して、精神科の看護師として６年間、昭和 5×年まで勤めました。当
時、男子は内科など他の部署では採用されなかった時代だったんです。 
精神科には、中学３年生の女子の患者も来ていました。看護師として勤務しているうち
に、この子のように病気になってから対応するのではなく、「病院に行かせないようにする
にはどうしたらいいのか」という思いを持つようになりました。 
看護師の私たちから見たら何ともない子たちなんです。入院するような子ではなく、普
通の子と何も変わらないように見えました。病院にそういう子が来てから援助するのでは
なく、精神科に入院しなくてもいいようにできないかと考え、それで、保健室の教員を目
指したんです。 
 
２・２．大学別科で養護教諭免許を取得する  
 養護教諭を目指したときに、看護師資格を持っていれば、１年間別科で学ぶことで、養
護教諭免許状を取得できると知って、Ｄ大学に入学願書を出しました。 
 受験して、面接があったんですが、そのときに、面接官３人が変なこと言うんですよ。
「Ｅでは男性養護教諭の採用予定はありません」。それから「養護実習、教育実習を受けて
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くれる学校が全然ありません」。「第一、男性が受験するなんて思ってもいませんでした」。 
案の定、その年は、いろいろな条件が合わず不合格でした。でも、最後に、面接官の１
人が、「来年もぜひ受験してください」って言ってくれたんですよね。 
それで、次の年も受験しました。そしたら、「（男性の）教員採用予定はありませんが、
養護実習を受けてくれるという先生が１人現れました。大学付属中学校の女の先生です。
それでもいいですか」って。もちろん「いいです」と言いました。そして、D 大学に合格
しました。 
 入学後、私と指導教官と２人で教育委員会に行って、男性の養護教諭についての話をし
ました。でも、理解してもらえない訳ですね、男性養護教諭のことを。そして、希望を与
えてくれないようなお話をされました。大きくは３つ。 
１つは、「ＰＴＡが許してくれないだろう」。それから、「男性は初潮教育できるんです
か」。そして３つ目。「女子児童にも触れることがあるでしょう。あなたは、触れますか」。 
そんなの常識で考えたら分かりますよね。脚とか手は触って差し支えないと思うんです。
私は看護師やっていたので、患者さんは、お腹くらいは触らせてくれました。もちろん、
女性の胸は絶対触りませんでした。そもそも、女性の導尿なんて男性の看護師はやるわけ
ない。そういうことはわきまえていますよね。  
ところが、そんなことも、先の発言をした人たちは理解できていないんです。「触れる
ことできますか」「初潮教育できますか」・・ふざけないでくださいって。そんな不条理な
状況でした。 
 D 大学の別科の同じ学年は 2×名が女子で、男子は私だけでした。 
指導教官はＦ先生で、すごく応援してくれたんです。Ｅでは男性の採用はないかもしれ
ないけれど、学内を活性化させたいという思いがあったようで、教授会で「男性養護教諭
の採用がないけど責任持てるか」って言われたそうですが、「女子ばかりだと活気がないの
で、男も入れたい」って、頑張ってくれたらしいんです。 
 別科を１年で修了した後、もう１年、助手として残りました。そのときは、トラックの
運転手や福祉施設で看護師としてアルバイトをして暮らしていました。 
E の教育委員会に念のために問い合わせたところ、男性の養護教諭採用は、そのときも
ないということでした。そうしたら、たまたま、Ｇ県で男性の採用予定があるらしいとい
う情報を得たんですね。それで、Ｇの採用試験を受験したら、合格させてくださったんで
す。そして、G の小学校に採用されました。 
 
２・３．小学校の養護教諭になる 
 昭和 5×年、Ｇ県Ｈ市の小学校に赴任しました。Ｅから行ったので、どんなところか心
配しました。ところが、「よく来てくれた」と言ってくださった。 
山間部の集落のムラで、児童はおよそ 200 名でした。 
男性養護教諭である私を受け入れてくれた理由はね、実は、Ｇには、私より１年先輩の
男性養護教諭が一人採用になっていたんです。Ｉ市内の小学校のＪさん。１年間、その人
がたいへん立派な仕事をしてくださっていたので、男性を入れてもいいんではないかとい
うことだったのでしょう。私は男性養護教諭の第２号として採用されたんですね。 
意外と心配なく、６年生の女の子も保健室に来てくれました。 
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でもそれは、５年生の担任の女性のＫ先生が、性教育の時間に私を教室に入れてくれて、
女子に対する性教育を見学させてくれたのがよかったのだと思います。当時は、男女を分
けて性教育を行っていて、それを私に見学させてくれたんですよ。 
そのときの授業が、後で、ああこういう話なんだな、こうすればいいんだなと役に立ち
ました。Ｋ先生は、とても熱心ですごく理解がありました。私が、同じ授業を教室に入っ
て聞いていたということもあって、女の子たちも私に対して安心してくれて、結果的に、
保健室の利用率は、前年度の先生より高くなったんです。 
他の先生に聞いたら、定年で辞められた前任の養護教諭の先生は、保健室には「めった
なこと以外で来たらダメ」っていう指導だったらしいんです。 
私にとって、Ｋ先生の存在は心強かったし、後、ＰＴＡの人たちが受け入れてくれたの
がよかったです。 
 Ｊ先生に連絡を取って、Ｈ市とＩ市の間で会いました。いろいろ話しましたが、「ところ
で、全国に男性は何人いるか調べてみよう」という話になって、一発勝負で、当時の文部
省に電話したんです。 
そしたらね、いい返事はなかったなぁ。「どこかには居られるでしょう。だけど、プラ
イバシーがあって、どこどこの誰々さんという話はできません」という回答。それから、
「３ヶ月、４ヶ月の臨時採用の男性はいるようですけれども、はっきり掌握はしておりま
せん」。そういう話だったんです。 
それで、Ｊ先生と２人で電話を分担して、全国各地の教育委員会に男性養護教諭につい
て聞いたんです。でも、どこにも（見つからず）いなかったんです。だけど、少なくとも
当時、昭和 5×年でしたけど、Ｇ県に２人、間違いなく男性の養護教諭はいました。 
 私は小学校で、児童一人ひとりの簡単なカルテを作って観察しました。すると、自閉傾
向にある子は、健康群のなかにいると「いじめられっ子」だということが分かりました。
「いじめられっ子」が、いじめられているうちに、我慢しきれなくなって、教室のなかで
どんどん奇声を発したりとか、居たたまれなくなって廊下に出たりとか。そして、自閉傾
向を強めて、他人とのコミュニケーションがとれなくなり、そのうち、被害妄想的なこと
が加味されて、どんどん悪くなっていき、入院して治療しようということになっていく。
そういう子たちが精神科に入院してくるんです。 
私はこういうことが分かったら臨床の現場に戻ろうかとも思っていたのですが、健康群
のなかにいて、不健康な子を出さない仕事をしたいと思うようになって、ずっと「養教」
続けていこうという気持ちになってきまして、１年を無事に過ごしました。 
 
２・４．看護教員に転ずる 
ところが、私に転勤命令の辞令が来たんです。県を超えた人事交流があって、「Ｅ立Ｌ
高校」って。養護教諭の採用がないから、せっかくこっちに来て骨を埋めるつもりだった
ので、最初は断っていたんです。 
だけど、勤務していた小学校の校長先生から「いま断ったら、E に戻れないぞ」という
話になりまして。ＰＴＡ会長にも、「１年しかいないけど、いいぞ、お前、戻れ」って言わ
れまして、戻ることを決意しました。 
そのＧの人たちとは、今でもつながっていて、E に遊びに来てくれたこともあります。 
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そして昭和 5×年、私は養護教諭として採用され、転勤になったと思っていたのに、そ
この学校に行ったら、すでに養護教諭の先生がいたんですよ。それで、どうしたんだろう
と思ったんですね。そうしたら、その赴任先の校長先生から「あなたはね、看護教員とし
て異動してもらったんだ」って言われたんです。たまたま看護師の免許を持っているので
看護教員ができますから。・・・何か「だまされた」ようなもんです。 
それで私は、養護教諭になりたかったのに、どん底にまで落とされるわけです。で、諦
めかけるんですね。「教育委員会に言って交渉してもしかたないし、しばらくは看護教員を
しなければ」って。私は養護教諭になりたかったのに。 
 その高校で、クラス担任を 1×年間していました。 
ウツ傾向の子がクラスにいて、あるとき、その子の体調が悪く、保健室に行ったんです。
私は「行ってきなさい」と言って送り出しました。しばらくすると、その子が泣いて帰っ
てきたんです。「どうしたんだ」と聞いたら、保健室に入ったけど何もしゃべれなかったか
ら、じっと考えていた。そうして、モジモジしたままだったので、養護教諭に「何も話さ
ないなら帰れ」と怒られて、泣いて戻ってきたんです。 
そのときに、私は、この子を何とか支援していかなければならないと思ったんです。で
も、「クラスの中で」というのはなかなか難しいんです。クラス担任としては、集団生活の
なかで一人ひとりの人格を作っていくという前提があるので、とくに、病気などの人格に
かかわるようなことをクラス内で話すなどということもできないんです。その子に気遣い
ながらも、一般的な話しか言えないんです。それで、健康に関する支援は、個人指導では
ないとなかなかできないと気づいたんです。 
また、私の中の「養護教諭になりたい」という気持ちは再燃するわけです。「養護教諭
になりたい」「なりたい」って（思いが募って）、それからまた、教育委員会や校長に交渉
を重ね、養護教諭への希望（異動願い）を出し続けました。 
 
２・５．養護教諭に復帰する 
２・５・１． 定時制高校への赴任 
看護教員として 1×年間我慢してきたんですが、ついに、養護教諭になるチャンスがき
ました。それは、教育委員会の人事発令ではなく、校長人事だったんです。 
うちの校長と定時制のＭ高校の校長先生が同期生だったんですね。ちょうど、Ｍ高は当
時、何かしら心の悩みがあって定時制に来ている生徒もいたんです。統合失調症と思われ
るような生徒もいた。うちの校長が、「精神科に勤めていた養護教諭がいる」ということを
話し、校長先生同士の話し合いで、私は養護教諭となって（M 高校へ）行くことができた
んですよ。いや、もう、うれしくて、うれしくて・・・。たいした喜びだったなぁ。 
 平成 1×年、Ｍ高校定時制に養護教諭として赴任しました。 
M 高校では、私が行くひと月前から職員室では大騒ぎ。会議を開いて、「さて、どうや
って受け入れるか」って。結果的には、ひと月検討したけれども分からない。「来てから考
えよう」ということになったそうです。 
私は、職員室に「みなさん、こんにちは」って元気に入っていた。それを見て、職員室
の皆さんは安心したそうです。きっと、暗い男で、閉じこもり傾向で・・・って。男性の
養護教諭なんて見たことも聞いたこともないから、ちょっと変わった奴じゃないかと思い
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込んでいたらしいです。だけど、私の「こんにちは」って声一発でそれらが払拭されて、
それで、そこから、色々なことが始まるわけです。 
 
２・５・２．保健室利用作戦と生徒への対応  
私は、自分が来たことで保健室の利用が減ったら困ると思っていました。それで、生徒
たちに対して、保健室にいろいろな興味関心を持たせる作戦をしたんです。結果的には、
全部成功しましたね。 
 まず一つ目は、廊下で会う度に、「こんにちは。今度、２人で保健室に遊びに来てくださ
い」と、生徒たちに声をかけまくりました。向こうは何だろうと思ったと思います。でも、
男性養護教諭という興味もあったと思いますが、休み時間に来てくれました。 
保健室に生徒が来ても、すぐに健康のことを話そうとは思わず、手品をしたり、身体ク
イズや恋愛話などもしました。質問があったときは、もちろん、それに真剣に答えました
が、女子に対する接し方は、前任校で分かっているので、このやり方は、うまくいったか
なと思います。まずは、保健室の雰囲気作りをしたんです。 
 二つ目は、女子に対する処置や触診です。捻挫や打撲、皮膚疾患などで触れることが必
要なときは、手を石鹸で必要以上に洗って、声をかけて、その様子を見せました。胸やお
腹の触診が必要なときは、もう１人来ているので、その子に指示を出して触ってもらって
いました。 
 保健室から出している「保健便り」も、Ａ４サイズで文章を短く、電車の中吊り方式で、
見出しで勝負しようとして、とにかく見てもらおうとしました。「先生、もっと知りたい」
と言われるようになってからは、「保健便り」の裏に、詳しい説明を書くようにしました。 
保健室登校していた子に対しても、一生懸命対応しました。「どうして学校へ行けなか
ったんだ」と聞くと、中学校時代などで、そのときの先生の意図が伝わらず、登校する意
欲をなくしていたような子もいることに気づいたんです。 
定時制ですから、なれなれしい子もいる。女子生徒もいる。そのうちに、１日 30 人、
40 人も保健室に来るようになった。全校生徒で 72 人しかいないのにね。病気などの理由
以外にも、来室理由はあるわけです。それで、生徒たちの話を聞きながら、いろいろと問
題を抱えていた定時制の生徒全員を卒業させたんですね。そうすると、周りから、「先生ど
うした（ら、全員を卒業させることができた）の？」と聞かれました。 
いろいろな方法を取っていたんですけど、とにかく、生徒たちを呼び込んで、保健室に
来させるようにしました。たとえ、サボリだと分かる来室でも、本人が希望すれば１、２
回は休養させました。でも、間違った方向へ行かないような示唆は必ずしてきました。 
そして、その後、保健室に 30 分来ていたのを、29 分、28 分と徐々に短くして、そうし
て、最後には、教室へ行くようにしたんですね。生徒の辛いことを受容共感しながらも、
生徒たちが自分がやっていることを軽く訂正してあげるという作業をしてきたんです。 
 
２・５・３．ある教え子 
一人、よく覚えている子がいます。保健室登校していた子なんだけど。 
その子には「花好きか？」って聞きました。すると、「嫌い。でも祖母ちゃんが作って
いる」。「じゃあ、毎日、祖母ちゃんの花を教室に飾りに来い」って言いました。 
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それからひと月、何もなかったんだけど、花が咲く時期になったら、その子は、一輪挿
しなんだけど、花を教室に生けて、それから（家に）帰るようになった。それが、２週間
くらい続いて、そのうち、担任の先生や生徒から「すごいね」って言われるようになった。
そうしたら、教室に来るようになって、もうＯＫ。 
その子の祖母ちゃんが作っていた花は３種類しかなかったんですね。それで、最初は、
３日に一度は同じ花だったんです。だけど、いろいろ考えたその子は、ある日、違う種類
の花を２本生けたんですよ。 
私はそのままでいいと思っていたけど、その子は、やがて、そのうち１本だけ造花に。
その造花は、ひと月ごとに色を変えていった。自分で考えて行動するならそれでいいなと
思っていました。結果オーライだったんですけど。そうやってだんだん学校に来ることが
できて、結局、無事に卒業。うれしかったですね。 
その子が保健室に来ていたときに、「看護婦さんになりたい」って言っていたので、「勉
強したら大丈夫だよ」って答えた。そしたら、結局、医師会の夜学だったんですけど、合
格。M 高は夜学だったんですけど、自分が４年間いたうちに、２人が看護師に就職しまし
た。なりたくても、そう簡単にはなれないのにね。目的意識を持ってできたという画期的
なことだった。保健室には、生徒たちのために、病理的なことや薬のことに関する本も置
いておきましたよ。 
 
２・５・４．講演活動 
平成 1×年３月、Ｅ新聞に「男性養護教諭」としてちょっとだけ掲載されたんです。そ
れを見た人なんかが、あちこちで興味をもってくれたんです。珍しいっていうだけだと思
いますが、それから、年間 30 回位の講演依頼がありました。 
（高校は）定時制で出勤は午後２時半でよかったので、午前中の講演はできるかぎり受け
るようにして、時間の調整をしました。 
自分のやっていることを、講演の機会があったらどんどん言っていこうと思って。男が
いいとかは一切言わずに、「こうしてやっていました」、「男もこうしてやっています」と伝
える。「女性よりいいですよ」って言いたかったんですけど、それは一言も言わずに講演を
やっていました。養護教諭関連の学会が近くであったときは、遠くで勤務している男性の
養護教諭を一人呼んでお話してもらったこともあります。 
色々な大会だとか、ジェンダー関連の団体だとか、私はいろいろな場所で、養護教諭は
男性も女性もメリット・デメリットがあることを言った上で、最終的には、「皆さん、『男
性はダメだ』と言っていますけど、女性でも実はダメなんです」と言ってきた。 
「初潮教育ができますか」「性の指導ができますか」「女子の悩み聞いてあげられますか」
と、何も知らない人たちには言われるけど、私が定時制高校に行ったら、男子が喜んだ。
「妊娠させたかもしれない」なんていう相談は、「これまでの女性の養護教諭にはできなか
った」って言うんです。性感染症だとかについても「男の先生だから聞ける」と。それで、
男子生徒たちが、保健室にどんどん来てくれるようになった。 
養護教諭について、男性・女性のメリット・デメリットを考えたとき、「50-50（ヒフテ
ィ・ヒフティ）だ」と言うと、皆さんは一番最後に必ず言いますね、100％。「産科のお医
者さんも男性がいるし、男性の看護師だっている」って。・・・でも、みんなそこで終わり
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なんです。後は、何も話を聞いてくれない、（男性養護教諭を増やす試みなど）進めてもく
れないんです。 
 そこで、作戦方針を転換することにしたわけです。 
それは何かというと、それまで、講演などで口で色々理解しようとしてやってきたんで
すが、後から考えると、私は人びとを説得しようとしてやっていたんじゃないかと。だけ
ど、説得はダメだと。いわゆる、自分の仕事をみんなに見てもらって、納得してもらうよ
り他に方法はないんだと。そういうふうに考えて、方針を転換したんです。 
教育実習も希望があれば受け入れるようにしていました。校長や教頭はあまり積極では
なかったんですが、卒業生を１人受け入れてからは、他の外部の男性養護教諭希望の方も
受け入れていました。 
  
２・５・５．小中学校勤務 
 その後、平成 1×年４月、Ｎ町立Ｏ小中学校に養護教諭として単身赴任になりました。 
その学校は、「山村留学」制度を推進している学校です。小学１年生から中学３年生までの
児童生徒と親が、全国各地から来ていました。  
この学校は、まさに山の上にある学校で、この地域には世帯が 3×戸しかないんです。
公務員宿舎があったんですが、教師と寄宿舎の生徒たちを合わせて 1×人が住んでいまし
た。それ以外の世帯に居られたのは地元の方で、およそ 20 人位いました。 
その地区は、最も近い外科が 35km、内科が 25km と遠方にあるんですね。だから、そ
の学校の保健室は、周囲の人たちには、地方の医療機関的な存在としても認知されていた
ようです。 
校務分掌としては、生徒指導部や研修部に所属していて、研修部の月１回の講習では、
先生方に救急法の指導もしていました。養護教諭は、医療的行為はできないけど、このよ
うな地域ではその知識が役に立つ。 
当時は、月に１回くらいしか（自宅のある）Ｍには戻れなかったけど、やりがいがあっ
て、楽しかったです。山奥なので、そこに勤務したときは、非常勤講師や講演依頼なども
全部辞めました。 
いろんな子たちがいたましたが、それぞれ個性があって、充実した３年間だったと思っ
ています。 
 
２・６．退職後の生活 
 ３年間、Ｏ小中学校に勤めて、平成 2×年３月に定年を迎えて退職しました。残ってく
れと言われ、再任の話もあったんですけど、自分なりにもう十分やったと思っているので、
そういう話は全部断りました。 
 今は、俳句やゴルフなどが趣味ですね。俳句は教員の退職者の会のサークルで、元校長
先生たちがいるなかで、初心者としてやっています。ゴルフは、たまにですけれどね。 
N動物園は、年間パスポートを購入し、月に２回は行っています。動物にも統合失調症
などがいるのかなどと思いながら、鹿などの群れを見るのが楽しみです。 
講演なども、退職したことを聞いた知人などから頼まれるんですが、もうそれは、後輩
たちにお願いすることにして、全部断っています。 
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ただ、委嘱されたので、Ｍ市の男女共同参画審議会の委員はやっています。でも、その
会では、「行政の管理職を 30％女性に」等の数値目標を主張する人がいるなかで、私が、
「男性養護教諭が何％いるか知っていますか」と言っても、なかなか賛同してくれるよう
な状態になっていないので、がっかりすることも多いです。 
教員の退職者たちの会の事務局も頼まれて断り切れず、やっています。その会では私が
一番の若手なので、事務的なことやら何からに追われています。 
 
２・７．男性養護教諭友の会 
Ｍ高のときに、もう一度、男性の養護教諭が日本にどれくらいいるのか、調べたんです。
でも、北から調べていって、ずっといないんですよ。で、「１人います」って県が見つかっ
た。だけど、問い合わせても、「プライバシーがあるので教えられません」って。 
 私は、男同士の連絡網を作って、いろんな連携をすることによって、各自、それぞれの
地方で頑張っていただいて、社会に認知度を広めていくという作業をしたいなと思いまし
た。教育委員会に電話しても、そういうことは教えてくれませんから。 
 それで、自分の（別科時代の）同級生とか、養護教諭や他の知り合いの先生などに「男
性の養護教諭はいない？」って電話で聞きまくりました。まだ覚えていますけど、電話代
は、その３ヵ月弱で６万 8000 円もかかりました。 
それで、当時 12 人の男性養護教諭を把握しました。名簿を作りたいことを説明し、名
簿に名前を公表させていただいていいかどうかを尋ね、賛成の方は返答してくださいって
ハガキを出しました。 
そうしたら、12 人のうち８人はＯＫ。４人は「校長が名前出してもらったら困る」とか、
他の理由は分かりませんが、ダメということでした。それで、すぐにＯＫの人たちを掲載
した名簿を作って、これから連携していこうということにしました。やがて、大学院生、
大学生で養護教諭を志す人たちなんかも加わってもらって、名簿を作ることに成功したん
です。 
 そうやって、連携して連絡をとっていましたが、なかなか集まる機会は作れませんでし
た。でも、その名簿を、関係機関に何かあればすぐに送っていました。大学や短大からの
問い合わせなんかもありました。大学生の卒論（のテーマ）で男性養護教諭をやりたい人
がいますね、そういう人には、「聞きたいことはこの名簿の方々に聞いてください」って紹
介したり、協力したり、連携をとってきました。そんなこともあって、P 大学、Q 大学等
から、男性養護教諭に関する大学生の卒論や大学院生の修論が送られてきます。 
「男性養護教諭友の会」がこの８月にできて、私が 30 年も我慢していたことが、ここ
で叶った訳ですから、ジワーっとくるものがあります。本当に良かったです。 
 
３．若干の考察 
 筆者は、前稿以降も、男性養護教諭に着目した研究を渉猟してきた。Ａ氏に送られた卒
業論文や修士論文を含めると、多くの研究がすでに提出されている。それらの視点も参照
しながら、以下、若干の考察を進めよう。 
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３・１．ベテラン教員のライフヒストリーのポイント 
 本稿は、ほとんど要約的な紹介にとどまっており、生き生きとしたライフヒストリーと
なっていないかもしれない。実際に語って頂いたＡ氏のライフヒストリーは、多岐に亘る
詳細なものであった。本稿ではあくまでもターニング・ポイントを中心に記述している。
それでも、特筆すべき点は幾つもあることに気づくだろう。 
まず、彼が看護師免許を持っていたことである。今後検討することになる他の男性養護
教諭の多くとは異なった経歴から養護教諭になっていると言えよう (14)。 
彼の養護教諭としての現場経験は 10 年に満たないが、その背景には、病院での看護師
経験と、看護教員としての 10 数年の勤務がある（さらに、クラス担任も経験している）。
これらの経験は、彼がその後の高校や小中学校での養護教諭経験に大きなプラスをもたら
したことは言うまでもないだろう。 
 養護教諭の資質能力形成過程の研究からは、性格的資質（前向き、素直、謙虚、慎重、
強い意志）、学習資質（努力、向上心、自己成長）、専門能力（連携能力、対応力、情報管
理能力、観察力、判断力、行動力）等が見出されている (15)。本稿でもライフヒストリーを
見るなかで、Ａ氏には、上記の能力がすべて含まれていることが理解されよう。とくに、
前向きなところや、連携能力、行動力面で彼は卓越している。さらに情報発信能力にも優
れており、講演活動のみならず、M 高校在籍時代以降、彼の存在は、後に続く男性養護教
諭志望者にとって、理想的な存在となっていたことは、筆者のインタビュー調査からもう
かがえた。 
 さらに彼の保健室経営の方法も特徴的である。決して男性養護教諭だけに適応するもの
ではなく、彼は現役時代、研修会等で保健室経営に関する講演を何度も行っている。 
 上記ライフヒストリーでは記述していないが、彼は既婚者でもある。また、M 高校勤務
時代の彼の年齢は、生徒たちにとって保護者世代に相当するだろう。一般の教員において
も、彼らの個人的な属性によって、児童生徒の認識も異なってくる。男性養護教諭におい
ても、既婚未婚の別や年齢毎の差異は、彼らの養護教諭としての資質以外の要素として、
今後考慮する必要があると思われる。 
  
３・２．男性養護教諭友の会 
 「男性養護教諭友の会」を簡単に概観しよう。 
先のベテラン教員Ａ氏が作成した名簿を基礎に、それ以外の情報を収集していた中堅教
員 2 名と若手教員 1 名、それに編集者が加わり、ウェブ上に関係者のグループが、2010
年春からスタートした。そのグループ内では、自己紹介や近況報告、相談などのやりとり
が行われていた。そして、そのメンバーやそれに参加していない知り合い等へも、「男性養
護教諭と男性で養護教諭を目指す人の交流と研修の場を設けること」を趣旨とする「男性
養護教諭友の会」の結成が計画され、同意した人びとが集って、この会が結成された。そ
して、2010 年夏に初めての研修会が開催された。筆者も研究者および養成校教員として、
男性の在校生２名、男性養護教諭（前稿の助手）とともに参加した。 
 当日は、午前 10 時 30 分に始まった。午前はＡ氏の講演と「最新の湿布薬について」と
いう講習会が行われた。午後は「企業が取り組む支援活動」として、「食育」と「心の病気」
に関する講習会があった。その後、参加者の自己紹介、全体で質疑応答が行われた。当初
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終了予定の午後４時 30 分を大きく延長し、参加者たちの熱心なやりとりがなされた。 
 当日参加した大学生たちからは、現役の養護教諭たちに、男性養護教諭としてのメリッ
ト・デメリット等が質問された。給与面や学校外との関係、児童生徒たちへの対応の細か
な点等、きわめて具体的なことも含め、各人の経験談が披露された。 
「男性養護教諭友の会」は、女性養護教諭たちと全く無関係に動こうとしているのでは
ない。すでにこの研修会自体、彼らと関わりを持っている女性養護教諭等が数名参加して
いた。参加者の一人は、すでに「子どもが女性・男性、それぞれの養護教諭を自由に選択
できる学校環境を保障したい」とも述べている (16)。 
 また、現職の男性養護教諭たちは、それぞれの現場で、すでに女性教員との連携をとる
場面が多数あるとも述べている。さらに、各地の研修会他を通じて、交流を深めていると
いう事例も、筆者はインタビューで何度となく耳にしている。基本的に彼らは性別の違い
ではなく、養護教諭という共通性を持って活動している。 
ただし、「男性養護教諭」の絶対数は、圧倒的に少ない。彼らは、Ａ氏が述べていたよ
うに、自分自身と同じような境遇にいる人のことを知らずに、それぞれ孤独に教育活動を
続けてきていたのも事実である。Ａ氏を中心に、一部地域や一部の人々は、すでに個人的
に連絡を取り合っていたかもしれないが、多くの方々の学生時代は、指導教員や同じ学内
の人間以外の情報源がほとんどなく、周囲の状況（男性養護教諭の動向等）を知り得なか
った。現在でも、ウェブサイトの掲示板等で「男性養護教諭」に関する質問は幾つも見ら
れるが、限られた情報のなかで、既述のように、「男性養護教諭」を目指しながら、それぞ
れに悩んでいたことも、研修会他の場面で語られていた。 
今回、「男性養護教諭友の会」が結成され、彼らは互いに連絡を取り合うことができる
ようになった。全国各地で、同じような悩みを抱えている人びとが顔を合わせる機会が得
られたことの意義は、とても大きいと思われる。 
 
３・３．保育士・看護師等との比較 
 本稿で筆者は、男性養護教諭に関して調査研究を進めている。その比較対照として、看
護師や保育士等「女性職」とも呼ばれる職種の研究も視野に入れる必要があるだろう。 
西野理子は、男性保育士が全体の１％を超える存在になりつつあるなかで、東京都内で
勤務する保育士を対象に、インタビューによるライフコース調査と、郵送法の質問紙調査
を実施した (17) 。制度化が遅れたため、女性と比べて入職経路が多様な状況であること、
採用では男性であることの不利さを 4 割が感じていたこと、配偶者は保育関連職がきわめ
て多いことなど、興味深く、本研究にも参考になる結果が示されている。 
中田奈月はこのテーマに関して幾つもの興味深い論考を発表している (18) 。とくにライ
フコースアプローチから、男性保育者を３つの世代に分け、それぞれの経験の差について、
時系列を踏まえた考察は、本稿の区分にも参考になった[中田 2001a]。 
 しかし、忘れてはならないのは、看護師や保育士などの職種は、介護や福祉現場の職種
と同様で、現在、恒常的に人手不足となっている職種であるという事実である。これに対
して、養護教諭は、各都道府県の教員採用試験においても、例年、10 数倍から何十倍にも
なっており、それを突破するのがなかなか難しい職種という差異である。もちろん、今後、
全体的に男性の数が増えていけば、それらの多くの知見との比較が意味を持つだろう。さ
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らに、小学校教師は女性がほとんどというアメリカにおける男性小学校教師に関する研究
もあるので、本研究に関連するこれらの関連研究を、今後、検討していきたい (19)。 
 
おわりに 
 本稿で得られた知見は、読者の多くには想像できたことだろう。だが、インタビューを
通じて実証的にも示せたことは、本稿における一つの成果である。 
 男性養護教諭たちは、各々、幾つものハードルを乗り越えていく。まず一つは、教員採
用試験というハードルである。性別で採用が決まるわけではないが、圧倒的マイノリティ
たる男性志望者は、各都道府県での採用実績が乏しい状況で、横のつながりがほとんどな
く、孤独に努力してきた。そのなかで、何名もが突破してきた訳だが、今後は、「男性養護
教諭友の会」の存在が、同様の目標を持つ学生・非常勤講師たちにとって、大きな意義を
持つと思われる。そして、すでに退職されたパイオニアたる先輩や、現役で活躍中の中堅
教員たちの存在も、彼らには心強いに違いない。 
 次に、教員として勤務していくにあたっては、管理職や周囲の教員たちとの十分な協働
が必要となる。「男性養護教諭」という「奇異の目」は、赴任当初のわずかな期間に過ぎず、
やがて、他の教員同様に、各学校のなかで「戦力」になると分かれば、性別関係なく、教
員として信頼されるようになっていく。保護者たちにとっても、それは同様だろう（筆者
はまだ保護者調査はできていないので推論）。 
 やがて、経験を重ねながら、自分の個性を活かした教育活動を展開していくようになる
が、ここに至るまでには、多くの失敗、挫折などを乗り越えていかねばならないだろう。 
 今後も筆者は多くの「男性養護教諭」および志望者たちへのインタビュー調査を続け、
本稿で得られた知見を確認しながら考察を深めたい。 
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